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倶楽部活動日程及び内容

１　全体概要

参加企業がそれぞれオンリーワンとなるような商品開発やビジネスモデルの事業計画を提案（基本的に応募の際の事業内容とする）、毎回この実現のために必要なテーマを定め、専門家の指導を交え討論し、具体化させていくものです。

倶楽部活動の指導者は以下のとおりです。

●　ファシリテーター：各テーマの基調講演及び各倶楽部メンバーが発表する事業計画に意見を述べます。

●　ナビゲーター：各回ごとのテーマの相違により事業計画の方向性が変わらないよう、司会進行及び事業計画の方向付けを担当します。

●　チューター：メンバーはグループでの討論を行いながら自社事業計画をブラッシュアップしますが、この討論に専門的見地からアドバイスを行います。

●　アセッサー：第６回（資金計画）のみ参加。銀行、ベンチャーファンド等、金融機関の役職員で、事業に融資・投資を行う立場からアドバイスを行います。
メンバーは毎回討論を元に更に具体的な計画を策定し、次回の倶楽部活動で発表していただきます。
なお、次回までの計画のブラッシュアップには、希望により(財)京都産業２１の専門家派遣制度を活用していただけますが、その際は実費（１回８，０００円）が必要です。

２　各回の日時及び概要

○　第１回　【９月２８日(金)　午後２時～４時３０分】
●　倶楽部設立記念意見交換会
· 局長あいさつ
· 第１期メンバー紹介
· 記念講演　㈱タカコ取締役会長　石崎義公
　 (東大阪元気印の会(※)初代会長)
※東大阪市に本拠を置き、ニッチ市場でトップシェアを持つ中堅・中小企業のトップ等１００余名による交流組織
· 意見交換
· 第２回～７回の実施方法、準備事項についての説明
　　○　第２回　【１０月３日(水)　午後１時～５時】
●　個別テーマ研究会１：新製品開発（新事業発進）
· 新製品開発（新事業発進）に係るファシリテーターからの講演
· メンバーによる開発・販売を計画する新製品の発表
· ファシリテーターから事業計画を作成するに当たってのフロー説明
· ファシリテーターからの質疑（製品の市場との合致性、開発可能性等）
· グループ討議
· 発表
· ファシリテーターからの評論、アサインメントの提示
　　○　第３回　【１０月１６日(火)　午後１時～５時】
●　個別テーマ研究会２： 市場調査
· 市場調査に係るファシリテーターからの講演
· メンバーによる自社事業計画に係る市場性の見込み発表
· ファシリテーターからの質疑(ターゲットの的確性、市場規模、市場ニーズの合致性等)
· グループ討議
· 発表
· ファシリテーターからの評論、アサインメントの提示
○　第４回　【１０月３１日(水)　午後１時～５時】
●　個別テーマ研究会３：販売促進
· 販売促進に係るファシリテーターからの総論講演
· メンバーによる前回のアサインメントを踏まえた販売促進計画の発表
· ファシリテーターからの質疑（販売促進方法の製品や市場への適合性、費用対効果等）
· グループ討議
· 発表
· ファシリテーターからの評論、アサインメントの提示
　　○　第５回　【１１月１４日(水)　午後１時～５時】
●　個別テーマ研究会４：中間まとめ
· ファシリテーターから第１回～３回までのまとめ及び評価
· メンバーによる過去の研究会結果を踏まえた事業計画を、資金計画と併せ発表
· ファシリテーターからの質疑（事業計画の評価、資金計画の妥当性、融資・投資の可能性等）
· グループ討議
· 発表
· ファシリテーターからの評論、アサインメントの提示
　　○　第６回　【１１月２８日(水)　午後１時～５時】
●　個別テーマ研究会５：資金計画
· メンバーによる過去の研究会結果を踏まえた事業計画を、資金計画と併せ発表
· グループごとにアセッサーからの質疑（事業計画の評価、資金計画の妥当性、融資・投資の可能性等）
· 発表
· アセッサーからの評論

· ファシリテーターからのアサインメントの提示
　　○　第７回　【１２月１２日(水)　午後１時～５時】
●　事業総括、プレゼンテーション
· 各メンバーの最終事業計画の発表
· ファシリテーターからの評論
· 各社の事業計画の最終版は｢京都府中小企業応援条例｣の認定申請書又は新事業活動促進法｢経営革新計画｣の承認申請様式に取りまとめ、山城広域振興局あて提出。
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商工観光室　新見、冨田 宛

ＦＡＸ：（０７７４）２２－８８６５

Ｅ－ｍａｉｌ：s-shimmi68@pref.kyoto.lg.jp

京都府山城広域振興局長　様

応募者住所　　　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　

企業名及び代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

山城ものづくり企業オンリーワン倶楽部参加申込書

　平成１９年度の山城ものづくり企業オンリーワン倶楽部に、別紙（２－２）｢オンリーワン事業計画書｣を添付の上、参加を申し込みます。
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オンリーワン事業計画書

１　応募者概要
	応募者名称　
	ふりがな

企業名
	

	
	ふりがな

代表者氏名
	
	資本金
	　　　　　　円

	
	倶楽部参加者

（※１名に限る）
	(役職)　　　　　　　　(氏名)

	
	連絡先
	担当者　　　　　　　　　　　E-mail:

TEL：（　　　）　　　　　　　FAX:（　　　　）

	会社概要
	所在地

(※京都府内事業所) 
	〒


	
	業種(主要製造品) 


	(※ＬＥＤ、半導体、和洋服、和洋菓子など、分野は問いません)

	
	従業員
	　　　　　　　　名　内、正社員　　　　　　　名

　　　　　　　　　　　　パート、派遣　　　　名

	
	会社の沿革

（※概略で結構です）
	


２　事業計画概要

	事業の名称

（テーマ）
	

	事業の概要
	（※　現状での問題点、課題、それをどういう製品を開発することにより（又は、どういうビジネスモデルを構築することにより）解決するのか、その結果、社会・市場においてどのような効果が生じるのかを説明してください）


	アピールポイント
	●新規性・独自性

　（※製品や事業モデルの特にどういう点に新規性・独自性があるのか記載してください）
　

●自社のコア･コンピタンス。同業他社がある場合、これらに対する優位性

　（※実績、基礎となる会社の事業、販売経路など、御社が行う場合他の会社に勝る点を記載してください）
●市場性（規模、将来性）

　（※どういう業界(消費者)をターゲットとするのか、またその市場規模や将来の動向(見込み)を記載してください）
●その他

　（※上記の他、販売戦略を始めアピールポイントを何でも記載してください）


	実施体制
	内部　開発(事業実施)担当者略歴等（※資格・過去の開発製品など御記入ください）

	
	外部　（※社外と連携する場合、連携企業、大学及び担当教授名等を御記入ください）

	事業スケジュール
	（※事業の節目ごとに、いつまでに達成予定か御記入ください）


３　資金計画

	必要経費

（※概算で結構です）
	区　　　分
	金　　　　額
	内　　容

	
	研究開発事業費
	円
	（※原料、機械装置、工具、外注加工等）



	
	謝　　　金
	円
	（※外部研究者等への謝金）



	
	旅　　　費
	円
	（※職員・外部研究者等の旅費）



	
	事　務　費
	円
	（※通信運搬費、印刷費等の事務費関係）

	
	委　託　費
	円
	（※研究開発の外部委託費）



	
	合　　　計
	円
	

	資金計画

（※概算で結構です）
	区　　　分
	金　　　　額
	資金調達先

	
	自己資金
	円
	

	
	借　入　金
	円
	

	
	補　助　金
	円
	

	
	そ　の　他
	円
	

	
	合　　　計
	円
	


※　事業に係る資料（製品仕様書、設計図、プレゼンテーション資料等）があれば、添付してください。


